










災害対策
■全国アンケート結果

災害時のトイレの使用について
検討しておくことは必要だと思いますか？

必要78%

どちらかと
いえば必要

17%
合計95%が必要

平成30年の西日本豪雨により1Ｆが全て水没しながらも、
被災3日後に一般診療を再開した大洲記念病院の事例から、
これからの災害対策について考えます。

大洲記念病院 
総務課 次長 
中岡 篤輝 様

水害対策｜被災地の実態より学ぶ

癒しのトイレ研究会がおすすめするトイレの災害対策への配慮点

①背景

大洲記念病院は、水害の常習地として有名であった大洲盆地にあり病院開設時より3
回の床上浸水に見舞われた。平成30年7月に台風7号および梅雨前線による大洲市の
被害により、病院も床上240cm浸水、1Fの全て一部天井まで到達する被害に遭った。

②水害対策　ポイント：必ず水害を受けることを前提に、被害を最小限に抑える

●病院設備　平成28年12月に全ての診療機能を2階以上に移動させた新病院を建
築。被害のない2階以上ですぐに診療が行える状況を確保した。

●水害対策本部設置　毎年夏ごろに大雨、台風などが発生し、洪水の恐れがある際に
水害対策本部を設置し、水害に備えている。 

●防水訓練　毎年防水訓練を実施し、防水パネルの設置、防水シートの設置、浄化槽
の逆止弁の開閉方法、排水ポンプの使用方法の確認を行っている。災害が起こったと
きに、各自が頭で考えるよりも、体が先に動くようにしておくことが大切だと考えている。

③被害状況

予想される水位をはるかに超えたため、病院1F部分が全て水没し、MRI、エレベーター3
機、エスカレーター、ATM、各種トイレなど甚大な被害がでた。防水シートの効果はあった
が、床から染み出るように浸水した。トイレについては 
●洋風便器はほぼ全滅（一部、衛生陶器のみ再利用）。
●和風便器は半滅（衛生陶器は再利用、一部部品交換）。
●小便器はほぼ全滅（一部、衛生陶器のみ再利用）。
●手洗い器、オストメイト、ジェットタオル等は全滅。 
という状況だった。

④トイレ復旧までの対応＆対策と配慮ポイント

●停電および断水時はポータブルトイレにて対応。
●対策としては、ポータブルトイレの台数の確保やペットボトル、ポリタンク等による水の
確保、紙おむつの利用など。

⑤水害時にトイレで困ったこと・困ること

最も困るのは浄化槽が機能しなくなること（制御盤の水没）。復旧にかなりの期間を要す
る。（本復旧まで、2か月以上を要した）新館の2F以上の下水は、浄化槽までの距離が遠
く、勾配がとれないことから、排水管の途中で中継槽に溜めてポンプアップして、浄化槽
に送るようにしていた。元々災害用のためではなかったが、結果的に中継槽に下水を溜
めることで、バキュームカーで汲み取りを行うことができ、トイレが通常に戻ったことから、
仮復旧し、本復旧までの期間を乗り越えることができた。

⑦災害に備えて今後取り組みたい（改善しておきたい）こと

停電時には自家発電が作動し、非常用電源に切り替わるが、自家発電の燃料タンクの
容量が小さく、稼働時間が短い。そこで、屋上の自家発電の近くに危険物貯蔵庫を設置
し、燃料を保管し、自家発電の稼働時間を長くする対策を行いたい。

◆車いす対応
車いすが入る広めのトイレ、十分なドア開口を整備する。
災害時は、車いす使用者が急速に増加します。また、既存の便器が使えないとき
は、ポータブルトイレや組立トイレを使用するため、広めのスペースが必要になりま
す。一般ブースでも、車いすでアプローチできる開口幅（800mm以上）が有効です。

院内にあるものを活かす　断水時はこうして対応
①既存便器
トイレの水を抜いて災害用トイレパックを便器に被せます。
※トイレの水抜きは、石油注油ポンプなどを使うと便利です。
②ポータブルトイレ
広めのトイレに置き、災害用トイレパックを被せます。
③おむつ+ゴミ袋
災害用トイレパックがない場合は、ゴミ用ビニール袋などに
おむつを敷いて使います。

◆節水便器
貴重な水資源を確保するためには、節水が有効な手段に。
想定を超える方々がトイレを使用します。水道が復旧するまでの大切な水資源確保
のため、1回の洗浄水量が1リットルでも少ない節水便器の採用をおすすめします。
◆停電対応
停電時にも洗浄できる自己発電機能付きなどがおすすめ。
水と同様に電気もライフラインが寸断された場合を想定することが必要です。
◆清掃のしやすさ
清掃しやすい建材・器具を採用しておくことも大切。
汚泥、下痢、嘔吐など、さまざまな汚染が考えられます。目地がなく汚れが浸透し
にくい床・壁材や、フチなしタイプの大便器などシンプルな形状で清掃しやすい器
具をおすすめします。
◆乳幼児連れ・高齢者への配慮
災害時にさらに弱者となりやすい方々への配慮が必要。
おむつ替えスペースの確保が難しいため、設備の備えがあると安心です。もちろん
バリアフリーなどの配慮も必要です。

⑥停電と断水対策、そして空調設備における対策や配慮ポイント

●停電に関しては、そんなに長く続かないと想定している。今回の水害でも翌日には復
電した。

●断水に関しては、当院の給水は給水ポンプにて行っているため、復電しても給水ポン
プを交換しないと水を送れない。よって、予備の給水ポンプを確保している。今回の水
害でも3日後に給水ポンプの代替品が届き、仮設的に給水ポンプ3台のうち1台のみ
稼働し仮復旧した。

●空調設備に関しては、今回の復旧工事に伴い、室外機をできるだけ高い位置に移動
して水没のリスクを低くしている。

水が引いてから撮影

（平成30年7月豪雨）防水シートの効果

正面玄関より泥水が流れ込んでくる様子

防水シート・防水パネル設置訓練の様子

室外機は高い位置に移動

■実施期間：2020.1～2　
■配布：4,412 施設　
■回答数：看護師107名Q

【被災3日後に診療再開を実現した病院事例】

地震、台風による転倒、
落下位置ずれ

大雨による
室外機の浸水

絶対に自分で起こさず、お使いの
エアコンの販売店にご相談ください。

エアコンの運転をすぐに中止し、室内の
電源かブレーカーを切ってください。

災害発生時の室外機のトラブル

ケース1 ケース2

壁
・目地がなく清掃しやすい
・堅牢性、耐火性に優れる

床
・目地がなく清掃しやすい
・堅牢性、耐水性に優れる

Point
災害時には、水の使用を最小限にするため、お尻を拭い
たペーパーは流さずにゴミ袋に捨てることが有効です。
そのため、日頃からトイレ内を広く使えるように片づけて
おきましょう。

設備
・清掃しやすい ・節水できる
・自己発電機能付き

ブース内収納
・十分なペーパー、除菌クリーナー、ビニール手袋などの
 ストック

ドア
・有効開口が広く、緊急時の
 開閉対応が容易にできる

既存便器 ポータブルトイレ

大きめのゴミ袋

おむつ+ゴミ袋

＜調査概要＞癒しのトイレ研究会 
2020年全国病院アンケート調査結果
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癒しのトイレカタログ P4_P5

仕上がり:w420mm×h297mm（A3）


